




判決は fE法と法律」 に拘束される (滋法76条3Jj[)。しかし湖
特は 必ずしも 「怨法と法律」には拘束されない。 しかし 「巡法と法
1I1Jの'，Iy)j(にある「法の郎通1・Jj;(WJ と， f訓十トJ の'，Hf1;tにある fr~の
似里]1・)J;(WJ とが共通しているのであれば， ;~'H';' も「法の )J;(~I[ ・ IJ;UilJJ
にはfl，けとされることになるであろう。
本航は rfJ義1111 の基府」 と 「調停の).~肘」 との辿底(Jt i1!1'J )につ
いて考察することを目的とする。共通性がわかれば Jt辿した'，y1止を媒
[刷問 1の展開l I ~IJrdJ 2町民間l
条理とは基本的価値 1&輯則の基置にある
体系のことかヲ 基本的価{車体系はど




( ~II問 4 の展開l
鍋停も『憲法と法 高に共通性は
古車jの背景にある あるか 9 ニン晶子ri.去の原理原則J どのに拘束されるかヲ
図1. I主問l信義則と銅停の基層にあるものは何かヲ




















介として. ;~M~;~ も「巡訟と法fltJ の11');(にあ る「法の));<~I! ・ ));<11リ 」 に抑
止LされることがIYJらかになるからである。
それでは本州において従示する王IBとは何か。それは.r f~tみUlJ と訓
仰の2，~h'1 にあるものは何か?Jである。そしてその紡論は r f，t ~をWJ と
調停の2Jih'1にあるものは恭本的flifiu.体耳、である」という命組に集約でき
る。
これから#却しようとする王InJならびに主 11lj を分制したf~I))IJ的な 1111い
(J，il川)。そして 各f.ilJIIlJに対して諭副lした結来初られた小柄ならびに名






決別ítì'~として機能する 。 紛争解決のために川いることがJE ~化される基
準を紛争JiJ'lih規純と定義すると 法はまさしく紛争I'J'lik胤純である。、










































































































“natural J ustice"が該当するであろう o また.ヨーロッパ諸国では“ex
aeq uo et bono" (衡平と善)，“ultimaratio legis" (法に内在する基本的






































































































































































































































(Topos-22) J.r適正 (Topos-20)J. r客観性J.r一貫性J.r合理性J.
「具体的妥当性 (Topos-41)J. r優先権 (Topos-21)J. r衡平J.r公正J







































































































(Topos-21) Jから「利益 (Topos-58) Jと「均衡 (Topos-42)Jに枝
分かれし「利益Jはさらに「一般利益 (Topos-59)Jと「経済的利益
























































信義則は fairand equitable principleとも訳されるが，ユニドロア国
際商事契約法原則 [UNIDROIT原則]1. 7条等，
則 [PECL]1:102条等は.r信義誠実および公正な取ヲIJをセットで規




















信義則は fairand equitable principleとも訳されているように「公正」
「衡平Jと深く関わっている。図5は図4の中の「公正Jr衡平Jという
価値をさらに展開したものと考えて体系化した。信義則の個別的法命題









































































法の一般原則に関する価値体系についても.Magical N um ber7 :t 2 
秩序の原則Topos-62
~I 川 25i?を廃 る
農民にU 特別法は一般法に優先
関 する Topos-2 J法的三段論法ト→|修正的三段論法
す
価る I ¥ ~疑わしきは被告人州 I / J非単調推輪山 T凹 l附モデルi 益にTopo同
法的推論と価値判断
図6.法の一般原則に関する価値体系































































































































































































































































































民 'J~訴訟法においても t，， 'F湖特法においても。 [ 1 義に \'L仰し公正なる解
決をl望lるという共通のJ3l念の上に成り立っているといえる。そして 調
図7 条理の基2象的価恒構造




























































































































































































































































































































































































































除 (Topos-51)J. r平等 (Topos-22)J. r疑わしいときは平等に分配
しなければならない (Topos-14)J. r分配に際して他に方法がないと
きはくじ引きによる (Topos-15)J. r適正 (Topos-20)J. r例外は厳
格に解釈 (Topos-3)J. r法的安定性 (Topos-63)J. r合目的性
(Topos -57) J. r ~具体的妥当性 (Topos-41)J. r優先権 (Topos-21)J. 






(Topos-31) J. r禁反言 (Topos-28)J. rシカーネの禁止 (Topos-33)J. 
「権利の濫用 (Topos-56)J. r闘争手段の目的に反すること
(Topos -34) J. r失格 (Topos-52)Jが抽出できる。
第三に.法の一般原則に関する価値体系(図6)からは.r秩序の原
則 (Topos-62)J. r後法は前法を廃止する (Topos-l)J. r特別法は一












該当J.r判断基準 (Topos-36)J. r~意性の排除 (Topos-5l) J. r具
体的妥当性 (Topos-41)J. r信頼は保護に値する (Topos-39)J. r権
利の濫用 (Topos-56)J.r均衡 (Topos-42)J. r利益 (Topos-58)J. 
「一般利益 (Topos-59)J. r経済的利益 (Topos-6l)J. r合目的性


















「判断基準 (Topos-36)J. r恋意性の排除 (Topos-5l)J. r具体的妥当
性 (Topos-4l)J. r信頼は保護に値する (Topos-39)J. r権利の濫用
(Topos-56) J. r均衡 (Topos-42)J.r利益 (Topos-58)J. r一般利益










次に. ft¥IHJ 4 の!f~IJiIについてJl体的に考然してみたい。判決は 「辺r
法と法律」に{'J京される (;!2i1、76条3Ji'O。これに対して，訓停は必ず
しも 「巡法と法lrJには拘束されない。しかし 「滋法と法IrJの7r訟
にある f法の JJ;{~ . J;(日IJ.例えば「正義J.I術、1'，J. I合理制 J.I公















To凹s骨サ 法的トポス町内容 To凹s骨り 法的トポス町内容
Topos・l {長 i-1::は Ijílil、を，~止する Topos-33 ンカーネ{他人に11I'1fを 'jえる
ことのみを1的とする悩利行
I'~ ) の 日" '， (揃利置聞の法理的
制Ji(にはこの法怖itが間たわっ
ている)


















Topos-2 特別法は一般法に優先する Topos-34 闘争手段の目的に反すること
Topos-3 例外は厳怖に解釈されなければ Topos-35 いかなる同柿者も他の同権者を
ならない 最終的に排除することは砕きれ
ない
Topos-4 確定判決における判断内容は真 Topos-36 掠準(日常JfIいる判断基幣)
実とみなされなければならない
Topos-5 法務":iは些事を配慮しない Topos-37 取引の保護
Topos-6 訴えを越えて審判せず Topos-38 法は正当なことに味方する
Topos-7 反対当事者の司い分も等しく聴 Topos-39 信頼は保護に値する
くべし
Topos-8 何人も自己の争訟事件の裁判官 Topos-40 権利は柿利の侵諮に対して譲歩
となることはできない しではならない
Topos-9 疑わしいときは被告人の利益に Topos-41 妥当
Topos-lO 一度しか無いことは無きに等し Topos-42 均衡
b、
Topos-ll 1~.に疑わしいだけでは決定的と Topos-43 最も被害の少ない方法を用いる
はいえない 義務がある
Topos-12 法的な理1なくして得たものは Topos-44 必要なことは市・される
返還しなければならない
Topos-13 補償 Topos-45 時宜を得た行為はil午される
Topos-14 疑わしいときは平等に分配しな Topos-46 極めて不幸な場合には例外が詐
ければならない される
Topos-15 分割に際して他に方法がないと Topos-47 法においては明確に定められた
きはくじ引きによる ことのみが適切である
Topos-16 何人も自己が有する以上の権利 Topos-48 実行可能な事柄
を他人に移転することはできな
L、
Topos-17 第三者・に義務を負わすような契 Topos-49 大まかな判断
約の締結は禁じられている
Topos-18 味方になる者は同時に敵にもな Topos-50 何人も不可能なことは義務づけ
る られない
Topos-19 ~J~故による捌告は所千f者が負担 Topos-51 恋意は禁じられている
する
Topos-20 発生原因との対応の原則(負担 Topos-52 失権
の適正配分決定のためのドイツ
所得税法上の胤則)
Topos-21 優先柿(最初に来た者が最初に Topos-53 不適当で要求できないことは要
利益にありつく) 求されるべきではない
Topos-22 平等 Topos-54 人として棋えがたいことを法は!
求めることができない
( 48 ) 
〈論説〉
Topos-23 過失を犯した者はその結果につ Topos-55 限界のない請求は認めることが
いて武任を負わなければならな できない
L、
Topos-24 自己の利益をなおざりにして有 Topos-56 置用の危険
民的にtn書惹起に協力した者は
保護されない
Topos-25 沈黙は何事も義務づけない Topos-57 目的性
Topos-26 意思の独立 Topos-58 利益
Topos-27 人はすべて昔-良(または無実) Topos-59 一般利益
であると推定される
Topos-28 禁反司(矛盾挙動の禁止) Topos-60 社会の保護
Topos-29 法律は注意深い者のために苫か Topos-61 経済的利益
れている
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